
　プロジェクト名（MSゴシック，14pt）

テクニカルアドバイザー：氏名、所属（学部学科）、役職（MS明朝、10.5pt）
プロジェクトリーダー：氏名、所属（学部学科学年）（MS明朝、10.5pt）

プロジェクトメンバー：メンバー１氏名、所属（学部学科学年）

メンバー２氏名、所属（学部学科学年）

1　プロジェクトの目的と目標（MSゴシック，10.5pt）

本文（MS明朝、10.5pt）（プロジェクトを行うに当たっての背景および目的と目標を記述する。背景とは、何故、本プロジェクトを実施しようと考えたのか、その動機を明記する。目的とは、本プロジェクトは何年度にどのようなことを達成して終了するのかを明記する。目標とは、目的を達成するために本年度は何を実施するのかを明記する。）○○○○○、○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○。
2　プロジェクト活動とその成果（MSゴシック、10.5pt）

2.1　プロジェクトの計画（MSゴシック、10.5pt）

本文（MS明朝、10pt）（本プロジェクトで具体的に行ったことの計画を記述する。いつからいつまでに（When）、どこで（Where）、誰が（Who）、何のために（Why）、どのように（How）、何をした（What）のかを明記する。ただし、すべての項目を記述するのではなく、イノベ内で実施したときはWhereを記述する必要はない。）○○○○○、○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○。

　　　　　表1　○○○○○○○○○○

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


2.2　プロジェクトの活動（MSゴシック、10.5pt）

本文（MS明朝、10.5pt）（本プロジェクト活動を記述する。上記同様に5W1Hを明確にする。本プロジェクト活動を知らない人が読んでも理解できるように配慮する。図表を用いた場合、必ず文章にて説明する。この図表は何を表し、ここから何が読み取れるのかを明記する。）
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図1　○○○○○○○○○○　　　　　　  　図2　○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

2.3　プロジェクトの結果（MSゴシック、10.5pt）

本文（MS明朝、10.5pt）（計画に対する具体的な結果について記述する。結果については、必ず証拠を明示する。作品を作ったのであれば、作品の写真を示す。能力が向上したのであれば、それが証明できるものを示す。また、プロジェクト活動中に生じた問題点、それをどのように解決したのかもあわせて記述する。）○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○。

3　プロジェクトの成果とその評価（MSゴシック、10.5pt）

本文（MS明朝、10.5pt）（プロジェクト活動全体を通しての成果と評価を記述する。プロジェクト活動を行って何を得たのか、当初の目標に対してどれだけ達成できたのか、また、人間的にどのように成長したのかを記述する。昨年度からの継続プロジェクトは、昨年度と比べてどの点が新しい成果なのかを明確にする。外部発表を行った場合は、その旨も記述する。次年度も継続する場合は、その方針も記述する。）○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。


注意


　本活動報告は、創成学習開発センターの年次報告書に掲載されます。


記載ページ数：2ページ以上（ページをフルに使って活動の内容を記述すること）


文字フォント：指定のとおり


文字サイズ：表題のプロジェクト名（14pt）を除いてすべて10.5pt


余白：左25.0mm、右17.6mm、上21.2mm、下21.2mm


1ページの行数：44行


句読点は「、」と「。」に統一


文章内の数字は、基本的に半角を用いる。


表番号、図番号は半角英数に統一する。


　例：図1（通し番号）


　　　表1（.通し番号）


図表の上下は1行あける











